
 
                                                              

 大阪・関西万博を契機とした魅力発信・地域 

 振興に対する支援等について 

 

【担当省庁】内閣官房、内閣府、文部科学省、経済産業省、国土交通省 
 

大阪・関西万博を契機に、京都が誇る最先端の技術や研究開発など

の産業の強み、府内各地の文化や観光資源などの魅力を世界へアピー

ルし、府内各地に人や投資を呼び込み、京都の活性化につなげていく

ため、以下のとおり支援いただきたい。 

〔地域活性化〕 

◯ 地方公共団体等による万博関連イベントなど、府や市町村等による

「大阪・関西万博きょうとアクションプラン」に位置付けた地方創

生の取組に対する国による独自の支援制度や、空飛ぶクルマの離着

陸場整備等に関する補助制度の創設 

〔未来を担う子どもたちの会場招待〕 

◯ 子どもたちが学校行事等において万博会場を訪問するための支援

制度の創設 

〔文化発信・振興〕 

◯ 我が国におけるアート市場の規模拡大に向け、東京の美術館やギャ

ラリーを巡る「アートウィーク東京」と連携して開催する国際アー

トフェア「Art Collaboration Kyoto」を、世界的なアートカレン

ダーに認知され得る国際的なアートイベントに進化させるため、国

によるリーダーシップを発揮するとともに、「我が国アートのグロ

ーバル展開推進事業」の補助上限額を前年度並みに 

   

〔淀川における舟運を活かしたにぎわいづくり〕 

◯ 淀川の舟運について、淀川沿川地域のにぎわいの創出を図るため、

安定した航路の確保や船着場の整備 

 

〔スタートアップ企業が参加できる仕組みの整備〕 

◯ 2025年大阪・関西万博日本館の展示において、スタートアップ企

業が参画しやすい資格要件の設定 

 

〔観光振興〕 

◯ 万博を契機に、来場者の広域周遊を促進する取組や、MICE、ビジネ

スマッチング等を進めることとしており、「地方部での滞在促進の

ための地域周遊観光促進事業」など、地方自治体や登録 DMOの取組

に総合的な支援を行う事業の十分な予算の確保 

   



 令和５年 11月 京都府 

京 都 府 

の担当課 

 総合政策環境部 総合政策室(075-414-4332) 

文化生活部   文化政策室(075-414-5166) 

        文化芸術課(075-414-4216) 

 商工労働観光部 ものづくり振興課(075-414-5103) 
        観光室(075-414-4854) 

 建設交通部   河川課(075-414-5282) 
 
【現状・課題等】 
■2023年３月の文化庁移転や大阪・関西万博を契機として、京都文化、ひいては日
本の文化を京都から世界へ発信していく必要がある。 

 ▶ 石黒万博プロデュ－サー「科学技術は生きていく上での手段であり、どのよう
に生きていくかは文化が重要」 

 ▶ 宮田万博プロデューサー「文化のテーマウイークは京都を軸に展開すればよい
のではないか」 

■淀川舟運の復活に向けて、近畿地方整備局や淀川沿線自治体による航路整備や新
たな賑わいの創出に向けた社会実験（E ボート、ナイトクルーズ）が進んでいる。 

■京都議定書発効 20 周年の節目となる 2025年に、京都のものづくり技術を最大限
活用して脱炭素社会の在り方を世界に向けて発信していく必要がある。 

【国の事業等】 
■2025年大阪・関西万博アクションプラン Ver.４（令和５年６月策定） 
 令和２年 12 月に閣議決定された「2025 年に開催される国際博覧会（大阪・関西
万博）の準備及び運営に関する施策の推進を図るための基本方針について」に基
づき、未来社会の実験場の具現化に向けた、各省の予算措置状況や取組、検討状
況をまとめたアクションプラン。事業進捗や地元からの要望等を踏まえ、半年に
１回改訂予定。（内閣官房 国際博覧会推進本部事務局） 

■教育旅行について 

▶ 令和４年 12 月の国際博覧会推進本部において、岡田万博担当相（当時）から
「修学旅行と校外学習を合わせて 120 万人の子供たちが万博に訪れてもらう」
目標を表明 

▶ 令和５年３月及び８月に、文部科学省より、都道府県の知事、教育長等宛てに、
修学旅行等に万博を活用するよう通知が発出 

【京都府の取組】 
■大阪・関西万博きょうとの魅力発信事業費 （令和５年度予算 26百万円） 
▶ 府内各地に人や投資を呼び込むための機運醸成や誘客促進 
▶ ゲートウェイとなる万博会場内の京都ブースの展示設計を実施 等 

■大阪・関西万博きょうと基本構想（令和５年５月 29日策定） 
▶ 万博を通じて京都が目指すものや全体テーマを定義し、万博に向けてオール京
都で推進する取組の方向性を示したもの 

▶ 第１回大阪・関西万博きょうと推進委員会で決定 
＜全体テーマ＞ 
 一緒につくろう、京都の未来 ～伝統と革新で拓く～ 

Come Together, Create the Future ～Leading with Tradition and Innovation～ 
■「大阪・関西万博」京都支援協議会（令和３年 10 月） 
 ▶ 京都経済４団体（京都商工会議所、京都経営者協会、京都経済同友会、京都工

業会）が機運醸成や要望、活用事業や募金活動などを実施することを目的に設
立。京都市とともにオブザーバー参加。令和４年７月に、京都企業の参画促進
に向けた要望書を博覧会協会へ提出 


